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知 覚 変 数:と して の 「基 準 系 」

第1節 「基準系」 の概 念的背景

知覚変数の1つ として 「基準系」とでも総称され得るような統合的媒介変数を考える接近

法は,き わめて心理学的と言えよう。 「基準系」は知覚内容の成立にとっての基準 すなわち

知覚判断のゼロ点を意味 しようか ら,通 常,そ れ自身は知覚内容の陰に隠れ我々に直接知覚

される対象 とはなり得ない。それ故,こ のような性質を有する変数を取 り扱 うことには研究

遂行上多 くの困難が伴お う。しかしなが ら,「基準系」 概念は種々なる知覚現象を共通の立

場か ら説明できる可能性を有 してお り,理 論的には甚だ魅力的である。今までにこの種の変

数を取 り上げた代表的な研究者としてはKoffka(1922,1936),Met2ger(1954),Helson

(1938,1947,1948,1959,1964)の3人 をあげることができよう。

1.Koffkaの 「枠 組 」(framework)の 概 念

Koffkaは,最 初 はWertheimerの"Raumlage"に な ら って,上 述 の よ うな対 象 規 定 の 「基

準 系 」を"spat三allevel"と い う言 葉 を 用 いて 表 わ して いた が(Koffka,1922),後 に は"fra・

mework"と い う言 葉 に 改 め,図 ・地 の 問題,大 き さの恒 常 性 の 問題,明 る さの 恒 常 性 の 問

題,色 の 恒 常 性 の 問 題,さ らに は知 覚 領 域 外 の例 え ば 流 行 の よ うな事 象 で の 印 象 形 成 の 問 題

に まで 範 囲 を 広 げ,こ の よ うな 「基 準系 」概 念 の 適用 を試 み て い る(Koffka,1936)。

frameworkと は どの よ うな もの で あ ろ うか 。Koffka(1936)はframeworkに 対 す る 明確

な概 念 規 定 を して か ら,こ の言 葉 を使 用 す る とい う行 き方 を と らず,例 を 示 す 中 で こ の概 念

の輪 郭 を 浮 か び上 が らせ る行 き方 を と って い るの で,必 ず し も 明解 な説 明は 困 難 で あ るが,

以 下 の よ うな もの と理 解 され る。

我 々の 行動 的環 境(behavioralenvironment)は.「 物 」(things)と 「非 物 」(not-thihgs)と

を 含 ん で い る。「物 」は 形 を つ く りあ げ て い る境 界 を有 して い る こ と(shapedbbundedness)1

移 動 が 可 能 な こ と(dynamicproperties),常 に不 変 で あ る こ と(constancy)と い う3特 性

を 有 して お り,こ れ ら 「物 」 ぽ 「物 」 で は な い も の め 中に 見 出 され る。 また 我 々 の環 境 は 空

聞 的,時 間 的 に,「 物 」 だ け で満 た され て い る とは 言 え ず,「 物 」 と 「物 」 の 問 や 「物 」'の周

囲 に は何 か が あ る。 この 何 か が 枠 組(framework)で あ る 。 それ 故,種 々 な る』「物 」 を ひ と
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ま とめ に して し まえ ば,我 々の 行 動 的 環 境 は 「物 」 と 「枠 組 」 とか らな る。

thingsとnot-thingsと の 関 係 を2次 元 で 考 え る と,面(surfaces)に つ いて のRubinの 言

う図 ・地 の 関 係 に な る。 す なわ ち,地 はframeworkと して の 機 能 を 有 して い る こ とに な る 。

今,大 きな 図 の 上 に 小 さ な図 が の って い る場 合 を取 り上 げ,地 の 有す る枠 組 性 を,地 が 図

の 形 状 を 決 定す る 点 か らな が め て み よ う。 正 方 形 は 図1の よ うに そ の 向 きに よ って,(a)正 方

形 と(b)ダ イヤ モ ソ ド形 との2つ の形 を 有 す る。 図2(a)で は枠 の 中 の 小 図 形 は 図1(a)と 同 じ位

置 関 係 に あ る が,正 方 形 とい う よ りダ イ ヤ モ ン ド形 に 見 え,図2㈲ は ダ イ ヤ モ ン ド形 とい う

よ り正 方 形 に 見 え る。 これ らの 相 違 は,図2に お い て,付 け 加 え られ た 大 図 形 が 枠 組 と して

の 効 果 を 小 図 形 に 及 ぼ した か ら と考 え られ る 。

口 (a)

口
(a)

◇ (b)

図1(a圧 方形 と(b)ダイヤ モン

ド形

◇
図2(a)ダ イ ヤ モ ン ド形 と(b)正方 形

(KoHka,

(b)

1936の 図を組み合わ せた もの)

また,完 全暗室内で光点がただ1つ 提示され,こ れをある時間凝視する場合を考えてみよ

う。この場合,こ の光点はやがて非常に不規則な仕方で動き始める。Koffka(1936)は すべ

ての知覚体制(perceptualorganization)は,枠 組内の体制であると考え,こ の ような 自動

運動の成因は枠組の喪失によるもの とした。

このような枠組は知覚の場の主要方向である水平方向と垂直方向とから構成されるのであ

るが,必 ず しも客観的なそれらと一致するものではない。すなわち,一 般的な空間的枠組の

一部となるような行動的環境の一部は主要方向の1つ と見なされることになる。例えば,我
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々が登山鉄道の列車の窓から外を眺めている場合には,こ の窓が我々の空間的枠組 となり,

正常な水平 ・垂直方向にあるように思える。窓こしに見える物体の輪郭線は窓枠 と直角に交

差しない。それ故,も し窓枠が水平 と見られるならぽ,こ れ らの物体は垂直状態にあるよう

には見られず,登 りの時は我々か ら離れる向きに,下 りの時は我々に近付 く向きに傾いて見

えるのである。図3は,窓 と電柱の実際の位置を示す絵である。電柱 と窓枠の間の角度は,

これ ら2つ の対象の間のお互の相対的位置関係を規定 しているが,そ れらの絶対的位置関係

は,そ の時の空間的枠組を形成 している場の部分が何かによって決まる。もし窓から頭を突

き出してみるなら,電 柱は直ちに垂直に見えよう。それからその電柱を見ながら頭を引込め

るなら,今 度は,電 柱は依然垂直に見え,窓 や車両全体が傾斜して見えるだろ う。この時,

1つ の要因が これ ら2事 態において不変に(invar圭ant)保 たれている。それは2対 象間の角

度である。

図3登 山電 車 の 窓

(Koffka,1936よ り)

同 じ原理を,Koffka(1932)の 有名なCayuga湖 の西岸に立つ建物が,湖 面か ら離れる方

向に傾いて見える例にも適用できる。この建物は,湖 の方に向けてわずかに傾斜した広大な

芝生の上に立っていたのであるが,こ の広大な芝生が空間的枠組を形成 した結果,芝 生が水

平に見られ,建 物が傾いて見られたのである(図4参 照)。

Koffkaの 考 え は,以 上 の 例 か らも 明 らか な よ うに,個 体 が そ の 時 何 を 「枠 組 」 と して使 っ

て い るか で,そ の時 の 知覚 内容 を理 解 し よ うとい うもの で あ る。 そ うで あれ ぽ,こ の時 一 番

問 題 な の は,「 枠 組 」 の 「と りか わ り」 の メ カ ニズ ムに対 す る条 件 の 分 析 で あ るが,Koffka

の 「枠 組 」 の概 念 で は この 点 に つ い て の 十 分 な:refineが な され て い な い。
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図4湖 岸 の 建 物

(Koffka,1936よ り)

2.Metzgerの 「関 係 系 」(Bezugssystem)の 概 念

Metzgerは 彼 の 著 作"Psychologie"(1954)の 中 で,特 に1章 を も うけ,45ペ ー ジ の 長 きに

わ た って 関 係 系 につ い て論 じて い る。 そ こで この 章 に 基 づ き,以 下 彼 の考 え方 の概 要 を記 し

てみ よ う。

彼 に よれ ば,関 係系 とは 「個 々 の 形 象 が そ の 中 に存 在 し,動 きま た そ の 中 に個 々 の 形 象 の

場 所 と方 向 と量 とを持 って い る と ころ の 領 域 」 で あ り,「 この よ うな 関 係 系 と 個 々 の形 象 と

の関 係 は ほ とん どす べ て の 心 的 な 領 域 に 常 に あ る」 こ とに な る。rこ の よ うな関 係 は,部 分

と全 体 との関 係 と類 似 は して い るが 同 じで は な い。 そ れ は,具 体 的 な形 象 間 の 関 係 と同 じ く,

心 的 に は,確 か で 本 源 的 で あ り効 果 的 で あ る。 個 々 の位 置 量 の安 定 性 及 び確 実性 は,そ の 時

支 配 的 な 関 係 系 の 安 定 性 及 び 確 実 性 に依 存 す る 。」

この よ うな 関 係 系 は,そ の 都 度 の 状 況 に 応 じて,多 くも少 な く も,豊 か に も強 く もな れ る

確 固 と した構 造 とい うもの を 有 して い る。 そ して,そ の確 定 化 は,そ の 都 度 の,当 面 して い

る全 条 件 に 基 づ い て な され る の で あ る。

関 係 系 的 考 え 方 は 色 々 な領 域 に関 連 して お り,例 えば 「把 握 状 態 」(Auffassungslage),

「構 え 」(Einstellung),「 方 向 付 け 」(Orientierung),r順 応 状 態 」(Adaptationszustand),

「誘 導 」(Induktion),「 変 形 」(Transformation)なaま み な関 係 系 に関 わ っ た 問題 で あ る。

関 係 系 の 実 在 は 何 よ りも そ の 中 に あ る事 物 の 一 定 の 特 性(例 え ば 「状 態 」(Zustand)や 「部

分 機 能 」(Teilfunktion))に 反 映 され る 。 そ の時 存 在 す る関 係 系 内 の位 置や 関 係 系 に対 す る

関 わ り方 で 初 めて 確 定 化 され,そ うで な け れ ぽ意 味 を 持 た な い 特 性 としてMetzgerは 次 の

よ うな3種 の特 性 を あ げ て い る 。

(1)すべ て の いわ ゆ る絶 対 的特 性
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例えば,小 さい一大きい,近 い一遠い,上 一下,早 い～遅い,速 い一のろい,と いったよ

うなもの。もし,あ るものが他のものより大きいけれど,そ れ自身は小さく見えるといった

ことがあれば,こ れは関係系の機能 と考えられる。

(2)一定の,同 様に絶対的に現われる状態

例えば,真 っ直 ぐ立 っている,横 たわっている,斜 めになっている,静 止している,運 動

している,固 定的である,変 動的である,と いったよ うなもの。

⑧一定の部分機能

例えば,柱 脚,土 台,台 足,先 端,側 面 とか,基 音,導 音,上 拍部,切 分法,と かいった

もの。

さらに,Metzgerは,全 体とその中の部分 とい う関係 と,関 係系 とその中の対象とい う関係

との相違について,関 係系の 「通過性」(Durchgehen)を 指摘 している。もちろん,こ れら

両者の関係は,条 件によっては,合 致する。た とえば,ボ タンは 「上着の一部分」である,

が しかしボタンは 「上着の上に」 くっついている。全 く同様に,葉 は 「木の一部分」ではあ

るが,「木に」 くっついている。 しかし,典 型的な場合には,全 体一部分 と関係系一対象と

は明確に区別される。真の 「部分」は,全 体の他の部分 と区別される時,そ の境界の両側に

「何かがある」。すなわち,こ の区分は二面的である。 これに対 して,関 係系の中の対象の

境界は常に一面的である。つ まり,対 象の方に境界をつけるのであって,そ の対象が存在す

る領域に境界をつけているのではない。この領域は,対 象の存する場所に,そ の対象が 「は

め込まれていた」(einge缶gt)か もしれない 「穴」(Loch)を 持っておらず,対 象物を 通過

していて,周 囲におけると同様に,対 象物が位置を占めている場所にも存在している。すな

わち,も し全体か ら部分を取 り去 った ら,そ こには空所が生 じるが,関 係系か ら対象を取 り'

去っても,関 係系は原則として完全性を備えたままである。Rubinの 言 うような視的な図 ・

地の関係は,上 の関係を近似的に示している。 この場合,関 係系の役割を 果 している地は

明らかに図の下方を通過 している。典型的な例は,空 間における三次元の物体の場合で,こ

の時,境 界をつけられているのは物体の方であって空間ではなく,空 間は物体を 「通 りぬけ

て」,物 体の 存する場所にも確かに存在 している。

また,こ のような関係系のもう1つ の特性はその 目だたなさであるとMetzgerは 指摘 し

ている。その時々の関係系の意味が,そ の関係系の中にある事物にとっていかに重要で明白

であろ うと,一 般的には,関 係系自身が知覚の対象となる場合はほとんどない。関係系の変

化は,せ いぜいよくて,知 覚 されたもののように直接的ではな く,間 接的であるにすぎない。

すなわち,も し刺激の基礎 自身が関係系の変化との関わ りにおいて変化して しま うことがな

ければ,関 係系の変化は必ずや系内の具体的な形象と反対のものとなっている。この意味で

は,関 係系の変化は知覚か ら原則 として切 り離されてはいない。しかし,知 覚され得るとい



32

うことは,関 係系の変化にとっては,多 かれ少なかれ,副 次的なものであ り,大 したことで

はない。この,影 の様で,文 字通 り 「目立たない」ところの,直 接的な把握を回避する特性

は,地 に見られたものと同様である。関係系のこのような目立たなさの極端な場合すなわち

完全な知覚不可能性は,い わゆる絶対特性と呼ぽれるものにおいて見出されよ う。 とにか く,

関係系の作用 とそれが知覚できるかどうかとい うこととは全 く関係がないのである。

心的なものには,簡 単なものから複雑なものまで,あ らゆる種類の関係系がある。 これは

次のような属性の相違による。

(1)均質な系内における卓抜した点すなわち分岐点の数。

(2)関係している領域の次元の数。それは1か ら3ま で変化する。

(3)(互 に混存す るあるいは互に交差する)上 位ないし下位に位置する主及び副の系の数。

時間も空間も,均 質なゼロ点や構造を持った総領域 として,我 々に与えられるものではな

い。むしろ,そ れ らは常に様々な広いまた狭い部分領域で満たされてお り,こ れ らは互に重

な りあった り,交 差しあった り,押 しかぶ さった りしている。異なった序列の関係系が互に

重な りあった場合の有様は,図 ・地関係がそのよき1例 となる。異なった系の完 全 な 閉 合

(Geschlossenheit)と い う純然たる場合には,そ れぞれの対象物の示す位置や方 向や 行 動

(Verhalte且)は,も っぱらす ぐ上位の系に よって決定されることは,全 くないかあっても非

常に少ない。た とえば,部 屋の中に斜めに置かれた机の上の,斜 めに置かれた紙の上に,斜

めに描かれた線は,た とえ,万 一その線が机のへ りに対 してあるいは部屋壁に対 して直角 も

しくは平行をなしていた としても,明 らかに依然として 「斜めの線」のままに見える。また,

走行中の急行列車内で,後 方に行 こうとす る人間の場合も同 じことが言える。 ここでは,急

行列車の示 しているような大速度でもって,そ の人間が 「本当に」地球の表面上を後方に運

ぼれているとは明らかに思われない。 もっと簡単な例がある。2,3枚 の葉を浮かべた丸鉢

一杯の水を持って,あ ちこち歩 きまわ る。方向転換するたびに,鉢 の中で水も回転する。当

然なが ら,こ の時,大 地に対 して水が静止しているとは明らかに思われないのである。

心的な関係系においては,ゼ ロ点を一方の端に置 く場合もあるが,内 部にゼロ点のある二

方向性の場合の方が多い。例えば,温 度感覚ではゼ ロ点は温 と冷の間にあり,筋 感覚では引

っぱ りと圧迫の間にあ り,気 分では快活 と憂愁の間にある。

このようなゼ ロ点もしくはゼロ水準には,2つ の互に補充 しあ う特徴すなわち直観的特徴

と機能的特徴 とがある。直観的特徴 とは,「主 としてネガティブな」(negativ)特 徴を指す。

ある特性の絶対的な 「強さ」 とい うのは,「 ゼロ水準か らの逸脱」にほかならない。 その位

置がゼ ロ点に近けれぽ近いほ ど,そ の特性は地味で目立たないものとなる。そして,極 端な

場合には全 く消失 して しま う。もはやそこには何 もないのであ り,温 か くも冷た くもないの

である。機能的特徴 とは,ゼ ロ点の近辺において尺度が特に細か くなる特徴を指す。ゼロ点
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近辺では,わ ずかな逸脱 も,経 験的には相当に重大なものとなる。

いずれに して も,知 覚される具体的内容 と,そ の場所 と量を決定する関係系とは,同 一の

基礎に基づ く。すなわち,人 間の本性に属するある一定 した全体条件のみならず,新 旧すべ

ての過去経験を包含する瞬時瞬時の刺激多様性に基づいているのである。

ゼ巨点の位置は,常 に一定位置に固定 しているわけではない。刺激多様性に従って移動す

る。一般にゼロ点は刺激多様体の中央の位置へ向か う傾向を有す る。同時に相並ぶかまたは

短時に引続いて広が ったある種の特性(例 えば,色,大 きさ,速 度)の 変化の集合体の平均

が,そ のゼロ点 となろ うとする。つま り,そ れ故に刺激多様体を吟味するのが遅 くなればな

るほど,平 均とゼロ点 とが近付 くことになる。 しか し多 くの場合,決 して乎均とゼロ点の完

全な一致は生起 しない。もしゼロ点の形成が関与 している集合体をある方向へ増加させた り

あるいは全領域の位置が変化 した りすると,多 かれ少なかれゼロ点の変化がこれに続き,最

初の領域の境界を越えて しまうので,た とえば大 きさの評価で絶対的に大であったものが,

後に絶対的に小であると思えた り,前 とは全 く異なるものが大 きくも小さくも作用 しないと

か,非 常にわずかな変化や異常にも敏感になるといったことが起こるようになる。こうした

ことは,い わゆる 「順応」(Anpassung)と か 「慣れ」(Eingewδhnung)を 意味す るのであ

って,ゼ ロ点移動の法則は,簡 単な知覚か ら精神的なものに関す る高次な領域にまで,広 く

通用することになる。

Metzger(1954)に よれば,ゼ μ点の中央への移動は,一 般に,2種 類の異な:った方法で起

こるとい う。これ らはおそ らく神経系の異なる層に結びついているのであろ う。

その第1の 種類には次の様な特徴がある。

(1)それは多かれ少なかれゆるやかに行なわれ,場 合によっては潜時がある。そして,条 件

の変化に応 じて,長 く持続する反対の残効がある。

(2)それはすでに簡単な刺激条件や一様な刺激において見出されてお り,さ らに視野の非常

に狭い範囲でも見出されている。

(3)それは解剖学的基礎に結びついている。その残効は,直 観的空間の全 く他の 「即物的一

内容的関係のない」(sachlich-inhaltlichunbeteiligt)場 所にも移 され得 る。

第2の 種類の特徴は次のような別のものとなる。

(1)それは瞬間的に生起 し,条 件が変わると突発的な一時的残効を有する。

(2)刺激多様性のある一定の複雑な布置属性(Anordnungseigenschaft)を 前提 としている

が,そ の属性は未だに十分には究明されていない。一様な刺激ではだめで,よ り包括的な範

囲に限 られるo

(3)それは直観的対象に結びつけ られているので,直 観的空間の内容に関わ りのない領域に

は移されない。 しか し,解 剖学的基礎における直観的対象の相関概念に移されることはでき
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る。

このような2種 のゼロ点移動方法の内,例 えば,運 動残像の純粋な場合に対 しては第1の

種類の特徴が適用 され,誘 導運動に対しては第2の 種類の特徴が適用されることになる。

以 上 よ り明 らか な よ うに,Metzgerの 場 合 に お い て は,Koffkaよ り も 「基 準 系 」間 の関 係

を取 り上 げ て考 察 して い る と言 え る。 す なわ ち,Metzgerは 上 位,下 位 の系 か らな る構 造 化

され た 「関係 系 」 を考 え て い る。 しか し,あ くまで 一 般 的 記 述 に止 ま り概 念 的考 察 の域 を 出

て い な い 。

3.Helsonのr順 応 水 準 」(adaptation-level)の 概 念

Helsonは,我 ・々が,例 え ぽ 広 さ,重 さ とい った よ うな 何 らか の刺 激 属 性 の大 き さ の判 断 を

行 な う際 は,一 種 の主 観 的 尺 度 を 用 い て い る と考 え,こ の よ うな主 観 的尺 度 の 中 性 点(neu-

tralpoint)を 「順 応 水 準 」(adaptation-1eve1;AL)と 名 付 け た 。 この よ うな 言 わ ば 判 断 の

「基 準 点 」 とも言 え るALの 決 定 は,判 断 に 関 与 す るす べ て の刺 激 値 を プ ール(poo1)す る

こ とに よっ て な され,刺 激 範 囲 の 中 央 に 向 か う傾 向を 示 すQし か し,こ の よ うな 決定 は 関 与

刺 激 値 の 単 な る算:術平 均 で は な く,加 重 対 数 平 均 で よ く近 似 され る とい う。Helson(1959)

に よれ ぽ,そ の際 掛酌 され るべ き刺 激 や そ の 際 に と られ る基 本 的仮 定 は 以下 の よ うに な る。

まず斜酌 されるべき刺激であるが,こ れは次の3種 が区別される。

(1)それに向けて反応が惹起させ られているところの,注 意の直接的な焦点にある刺激。

(2)直接的に存在 し,焦 点刺激に対 し背景または文脈を形成 し,し ばしぼ焦点刺激に深 く影

響を与えるところの刺激すべて。

(3)有機体内に位置を占めるすべての行動の決定因で,現 在の刺激事態 と交互作用をなす過

去経験や身体的,器 官的要因の効果。通常,実 験的統制下に置かれないので,残 差要因とし

て扱われ る。

これ ら3種 の刺激によって決定された 「基準点」が,与 えられた刺激条件に対する有機体

の順応あるいは適応を示しているので,"AL"の 名が付けられたのである。

ALの 概念は一種の媒介変数であるが,刺 激の用語によって操作的に定義 される点で多 く

の媒介変数 とは異なっている。上述の残差要因でさえも,実 験が この目的に沿 って計画され

るなら,等 価刺激事態によって評定可能 となろ う。

AL理 論の基底にある仮定は以下のよ うなものである。

(1)すべての行動は有機体のALあ るいは平衡水準(equilibriumleve1)を 中心にしてなさ

れる。(生理学的ホメオスタシスに匹敵する行動的ホメオスタシス(behavioralhomeostasis)
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がある。)

(2)行動的平衡は有機体に作用 しているすべての刺激の相互作用(同 時的プーリソグ)お よ

び現在 と過去の刺激事態間における相互作用(継 時的プーリング)と に依存する。

(3)ALは 有機体に影響を与えている全刺激の加重対数平均で近似される。

(4)現在および残差刺激のすべての次元がALに 関係している。刺激の頻度,強 度,大 き

さ,順 序,配 置だけがAL決 定に際して掛酌されねばならない場合もあれぽ,困 難度,美 し

さ,威 信,重 要度,質,感 情値,等 々のような特性が含まれねばならない場合 もある。

(5)平衡水準の存在は行動の両極性を示 している。ALよ り大きい刺激がある種の反応を生

起させ,AL近 辺の刺激は中性的反応を生起させ,ALよ り小 さい刺激が反対の型の反応を

生起させる。

(6)反対方向の効果を及ぼす残差刺激が強 くない時は,ALの 値は上記(3)のように有機体に

直面する刺激の加重平均 となる傾向がある。 例えば200g～400gの 範囲にある刺激系列にお

いて,中 間反応を引き起こす重量刺激は約2509で,系 列内の値 となっている。 しかし,も

,し200g～4009の 系列を提示する前に,非 常に大 きな重量を経験してしまうと,系 列内の重

量はいずれも中間のものとならず,ALの 値は残差刺激の影響のため系列範囲外の刺激値に

対応することになろ う。

(7)(6)より,一 定化された刺激が有機体に恒常的な効果を及ぼすとは限 らないことが言える。

刺激の特性は,刺 激 とその時優i勢なALと の関係に依存する。

(8)ALが 有機体における平均化機制(averagingmechanism)の 結果であると仮定するな

ら,数 学的には平均化の操作は統合の特別な場合であるか ら,ALは 統合の最終結果 とい う

ことになる。

⑨個体の時 と同様に,集 団行動も集団の水準とい うものをあ らわす。

⑩学習,熟 練動作の獲得,さ らに能力のあ らゆる表示は,己 に直面 している課題に有機体

が適合してい く方法を示してお り,そ れ故,AL理 論の枠内でそれ らを取 り扱 うことは意味

がある。

以上より明 らかなように,Helsonは 「基準系」の変化を一次元上でのゼロ点の移動 として

考えている。 このゼロ点の移動 とい う考え方はMetzgerに おいても見られるものではある

が,Helsonの 場合量的な分析がなされている点で著しく異なっている。 しかしその反面,

「基準系」間の関係についての考察はほとん どなされてはいない。Koffka,Metzgerら が指

摘しているように,我 々の知覚的現象の理解にはこの考察は欠かすことができぬと思われる。

その点で,静 止系 としての 「基準系」内におけるゼロ点の移動のみの取 り扱いでは限界があ

ると言わざるを得ない。
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第2節 二種類の 「基準系」

一 般 に 「視 空 間 」 とい うtermに 対 し我 々が イ メ ー ジす る 内容 は 自己を 中心 と して前 後 左

右 上下 が 分 化 す る と ころ の,個 体 を そ の 中 に 含 む 大 きな 空 間 領 域 で あ ろ う。 これ は,Gibson

(1950)の 言葉 を 借 りれ ぽ ま さ し くvisualworldで あ っ て,visualfieldで は な い。

Gibson(1950)は 視 空 間 をvisualworldとvisualfieldと に区 別 した 。visualworld

は,日 常 生 活 で 我 々が 体 験 して い る,自 己 が そ の 中 に 存 在 す る とこ ろ の,四 方 八 方 に広 が っ

た 境 界 の な い広 い空 間 で あ る 。 そ こに は,物 の 恒 常 が 存 在 し,我 々が 横 に な って 見 よ うが 起

き上 が って 見 よ うが 何 ら変 わ りな い と ころ の,安 定 した 三 次 元 の 空 間 で あ る。 これ に 対 し,

visualfieldは 我 々 に そ の 時 見 え て い る眼 前 の世 界 で あ り,我 々の 背 後 まで 広 が って い る も

の で は な い。 す なわ ち境 界 を有 して い る。 そ こに は,物 の 恒 常 は 認 め られ ず,平 面 的 で,注

視 方 向 に よって そ の 内容 が変 化 す る 。

筆 者 は,visualfieldに お い て 定 位 に 関 与 す る 「基 準 系 」とvisualworldに お い て 定 位 に 関

与 す る 「基 準 系 」 とを 機 能 的 に区 別 す べ き もの と考 え る。 な ぜ な ら,visualfieldに:お い て

機 能 す る 「基 準 系 」はGibson&Mowrer(1938)の 言 うv-factor(視 覚 性 要 因)に 大 き く規

定 され て い る と考 え られ,visualworldに お け るそ れ はg-factor(重 力要 因)に 強 く規 定 され

て い る と考 え られ る か らだ 。

筆 者 は,視 空 間 を2種 類 考 え る点 で ま たvisualworldの 存 在 を考 え る点 でGibsonと 同 じ

で あ るが,彼 の 言 うvisualfieldに つ い て は,も う少 し広 い 内容 を 考 え て い る。 す なわ ち,

Gibsonの 言 うvisualfieldは 網 膜 像 に対 応 した 三 次 元 性 の 少 な い平 面 的 な世 界 で あ る が,筆

者 は 平 面 性 を 必 ず しも前 提 して は い な い。 む しろ,自 己 を取 巻 く大 空 聞 の中 で 当該 個 体 に そ

の 時 見 え て い る眼 前 の世 界 とい う点 に そ の 第1の 力 点 を 置 い て い る。 我 々の 経 験 を 振 り返 っ

て み る と,普 通 の 態 度 で 見 る限 り眼 前 の世 界 は三 次 元 的 な 見 え 方 を 成 立 させ,平 面 的 な見 え

方 を 成 立 させ るた め に は,意 識 的 に大 き な努 力 を払 うこ とが 必 要 で あ る。 そ れ 故,観 察 個 体

の 構 え る態 度 に よ り様 々 な程 度 が 考 え られ る 。Gibsonの 言 うvisualfieldは そ の 構 え の 最 も

強 い場 合 で あ る。 い ず れ に して も,こ の局 所 的 な 視 空 間 で は 注 視 方 向 の 移 動 に よ り,そ の 内

容 が 変 化 す る。 そ こで,こ の特 性 が反 映 され,局 所 的 視 空 間 に お い て 機 能 す る 「基 準 系 」(以

後 「局 所 基 準 系 」 と呼 ぶ)は,そ の属 性 と して,移 動 性 を有 す る こ とが 考 え られ る。 他 方,

visualworldに お い て 機 能 す る 「基 準系 」(以 後 「一 般基 準系 」 と呼 ぶ)は,前 述 の よ うに,

そ の 成 立過 程 に お い て,重 力要 因 が大 きな規 定 力 を 有 す る こ とが 予 想 され る。 そ して,重 力

要 因 に 基 づ く身 体 の 位 置 感 覚,自 己受 容 感 覚 とい った もの は,通 常 は 大 きな 変 化 を 受 け る こ

とは な い の で,そ れ だ けvisualworldに おけ る 「基 準 系 」は 安 定 度 が 高 い と考 え られ る。 さ
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らに,visualworldに おげる 「基準系」は空間内における全身の移動の経験あるいは視覚刺

激 と重力刺激 との対応に関する経験などの効果も受け,い ったん成立してしまうと,そ の時

々の刺激状態の影響か ら比較的独立したものとなることが考え られる。

次にいくつかの従来の実験例について考察してみる。

Simon(1936)に よれば,暗 黒中において,弱 く光る円盤を観察者の前額平行面上に提示 し

て,そ の定位を行なわせたところ,観 察者の正中面の眼の高さに提示される円盤には変位は

見 られなかったが,眼 の高さより上または下に提示された円盤には,図5に 示す ような変位

が見 られたという。同種の変位は左右方向にも見られ,こ れらの変位現象は 自己中心的定位

(egocentriclocalization)と して知 られている。 この視対象の変位は,局 所的視空間におい

て定位に際して機能する 「基準系」が視方向を変化させることにより何 らかの影響を受け,

移動 した結果生 じた現象と考えることができまいか。この時,留 意すべきは,視 対象は変位

しても,我 々の全身は依然同一の位置にあると感 じられ,決 して当該視対象の変位に対応す

る傾斜の感 じが生ずることはないとい う事実である。それ故,視 対象の変位を規定 している

「基準系」 と身体位置を規定 している 「基準系」とは別個のものと考えた方が よいと思われ
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る。前出の名称で言えぽ前者は 「局所基準系」,後者は 「一般基準系」 に相当する と考えら

れる。

ここで,「局所基準系」の移動が生起するために重要な条件を1つ 指摘 しておかねば な ら

ない。それは,視 空間が暗黒空間のように未分化で一様性を持つことが必要で,目 常空間の

ような分節度の高い場合にはむ しろ 「一般基準系」の方の規定度が高 くなり,「局所基準系」

は 「一般基準系」に係留される傾向を強め移動 しにくくなるとい う点である。すなわちGib-

sonの 言 うvisualf三eldが成立 している時は,対 象の定位に関しては,「 局所基準系」の規定

度が 「一般基準系」を しのいで支配的にな り,visualworldが 成立 している時は,今 度は「一

般基準系」が支配的になろ う。Gibson流 のvisualfieldは 二次元性の強い,網 膜像によく

対応 した世界で,視 方向が移動すれば常にその内容は動いて見えることをGibsonは 指摘 し

ている。このようなvisualfieldは 意識的構えの下大 きな努力をしないと成立しない と考え

られる。一方通常の眼前の世界は,三 次元性を備えたところの,し かし背後までは広がって

いない即ち境界のある世界である。 それ故,通 常の事態では,「 局所基準系」が 「一般基準

系」より強 く働 くような条件であっても,Gibsonの 言 うvisualfieldに おける程にはその

規定力は強 くないと考えられる。しかるに,暗 黒空間や濃い霧のような一様な空間において

被験者が前方を観察する場合は,特 に個体が特定の構えをとらな くても,そ の見え方は三次

元性の少な:い,Gibsonの 言 うvisualfieldの 完全な現われ方に近いものとなっていると思

われる。したがって,こ のような事態では 「局所基準系」の規定力が強 く出現すると思われ

る。このように,「 局所基準系」の容易な移動を成立 させるためには,ま ず 「一般基準系」

の規定度を弱めさせる操作が不可欠であると推測される。

もう一つの例を考えてみ よう。Wertheimer(1912)は,映 像が約45度 傾 くように鏡を傾

け',鏡 の枠や鏡の背後の柱や壁が見えないように,筒 を通 して,鏡 に映る傾いた部屋の籐を

観察した。最初は部屋は傾いて見え,人 は傾いた床を歩き,物 は斜めに落ちるよ うに 見 え

る。 しかし,数 分後には部屋は真っ直 ぐに見えて くるとい う。 しか し,Gibson&Mowrer

(1938)はWertheimerの 実験を追試した結果,確 かに鏡の映像は次第に自然に 見えては く

るが,や は り依然 として傾いて見えることを見出した。また身体的に感 じられる自己の定位

もそのまま残るとい う。 この事態において,観 察者に傾いて見える鏡の映像を規定している

のは 「局所基準系」であり、その見え方が程度の差はあれ最初 と異なってくる の は,こ の

「局所基準系」に何 らかの変化が生 じた結果と考えられまいか。また,身 体的に感じられ る

自己の定位がそのまま残るのは変化の生 じていない 「一般基準系」が用いられている結果 と

考え られまいか。

Rock(1966)や 牧野(1970)が 指摘するように,逆 転視野への知覚の適応は,視 野傾斜あ

るいは視野偏向実験における順応(adaptation)と は区別すべきように筆者にも思われる。
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すなわち,視 野傾斜あるいは視野偏向実験における順応は,「 局所基準系」 の移動に対応す

る現象と思われ,そ の特性を反映して段階的 ・順次的様相を呈 し,傾 きやずれの知覚は徐々

に少なくなる。一方,視 野逆転実験における適応は,そ の特性を反映 し段階的 ・順次的とい

うより,悉 無的 ・置換的であ り,「一般基準系」が関与している現象と思われる。 さらに牧

野(1970)は 傾斜視野,偏 向視野への順応と逆転視野への適応 との相違は,残 効の存否にも

認められることを指摘 している。光学的に視野を傾斜あるいは偏向するプリズム眼鏡を着用

した後にこれをはず した時,あ るいは,傾 斜した対象を持続観察した後において,顕 著な陰

性残効が見 られるのに対 し,視 野逆転の際には,頭 や身体の動きに伴 う視野の動揺の残効は

認め られるが,逆 転一正立についての残効は認められない(牧 野,1970)。 このことは,一

般 ・局所,両 「基準系」を区別することの妥当性を示唆するものといえまいか。

第3節 従来の 「基準系」的取 り扱いに対する問題点

第1節 においてKoffka,Metzger,Helsonの 「基準系」的概念が要約され,第2節 におい

て 「局所基準系」,「一般基準系」について考察されるにつれ,上 の3人 の 「基準系」的取 り

扱いにおける問題点が明らか となってきた。

まずKoffkaに ついて言えば,彼 の 「枠組」の概念において,「枠組」のとりかわ りのメカ

ニズムに対する条件の分析がなされておらず,理 論的にこの点の十分なrefineが なされて

いない。

Metzgerの 場合は,上 位,下 位の系からなる構造化された 「関係系」を考えている点で,

Koffkaよ りも「基準系」問の関係を取 り上げて考察していると言えるが,あ くまで一般的記

述に止まり概念的考察の域を出ていない。

Helsonの 場合は,「基準系」の変化を一次元上でのゼロ点の移動と考えている。このゼ ロ.

点の移動 とい う考え方はMetzgerに おいても見 られるものであるが,Helsonは 量的な分析

を試みている点で評価される。 しか し,静 止系 としての 「基準系」内における均衡作用であ

るところのゼ目点の移動のみの取 り扱いでは限界があ り,「基準系」 間の関係を考える上で

成功しているとは到底思われない。

このように,前 出の3人 の場合,「基準系」間の関係特に 「基準系」 のとりかわ りのメカ

ニズムについての分析が不十分 と考えられる。

筆者は,本 論文における考察を通 じて,以 下のような諸点を想定 してみたQ

(1)「基準系」として 「局所基準系」と 「一般基準系」 とが区別されること。

(2)「局所基準系」 と 「一般基準系」との安定した関係が破壊されると,両 者の問で優位性

をめぐる争いがあること。
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(3)「一般基準系」は安定しているが 「局所基準系」は変化すること。

(4)この 「局所基準系」の変化は系の何らかの移動としてとらえ られること。

(5)この 「局所基準系」の移動は 「一般基準系」に対す る移動として位置づけられること。

(6)「局所基準系」は対象の注視のもとで成立すること。

このような考え方か らすれば,上 の3人 は,言 ってみれぽ,「基準系」を 「静止系」 と考

え,こ の 「静止系」の中での均衡作用 としてのゼロ点の移動 もしくは再構造化を問題として

きたように思われる。このような,「基準系」を 「静止系」として取 り扱 う従来の考え方 で

は,当 然の帰結ではあろ うが,「 基準系」へのアプローチにおいて,時 間的要因の検討 が 欠

けていた。それ故,「基準系」の力動的側面を強調しなが ら,実 際の取 り扱いは,均 衡到達

後の状態の記述の域を出ず,力 動的状態そのものの検討は不十分であったと言わざるを得な

い。一方,本 論文で述べ られた 「局所基準系」のように,系 全体 として移動す る 「運動系」

としての 「基準系」を考える際には,時 間的要因の取 り扱いは不可欠のものとなろ う。

第4節 要 約

知覚過程の研究において,知 覚 内容の成立に とっての基準すなわち知覚判断のゼ戸点を考

える接近法がある。 この変数は一般的に 「基準系」と呼ばれているが,一 種の統合的媒介変

数であ り,き わめて心理学的な変数と考え られる。この種の変数を設定 した代表的な心理学

者 として,Koffka,Metzger,Helsonの3人 をあげることができる。そこで,本 論文では,

第1節 において,こ れら3人 の考え方が概観され,そ れぞれの考え方における問題点が指摘

された。さらに,第2節 において,こ の 「基準系」に2種 類の型すなわち,Gibsonの 言 う

"
visualworld"に おいて機能する安定 した 「一般基準系」と,自 己を取巻 く大空間の中で当

該個体にその時見えている眼前の局所的空間において機能する,移 動性を有する 「局所基準

系」とを区別する筆者の立場が考察 された。第3節 においては,従 来の 「基準系」的取 り扱

いに対する問題点が総合的に考察 され,基 準系を 「静止系」的に取 り扱 う伝統的接近法に対

し,「 運動系」 的に取 り扱 う接近法が新たに提起され,そ の際における時間変数の重要性が

指摘された。
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FRAMEOFREFERENCEASAVARIABLE

INPERCEPTION

YoshiakiNAKAJIMA

Inthestudyofperception,thereisanapproachinwh五chazeropointofperceptual

judgementishypothesizedasthebaseforourperceptualsystem.Thisbaseisgenerally

calledtheFrameofReference.Itisanintegrativeinte士veningvariableandis

consideredasanextremelypsychologicalvariable.Koffka,Met年ger,aRdHelson

arethreetypicalpsychologi畠tswhoconceptualizedavariableofthiskind.The

viewpointofsettingupsuchavariableisveryattractiveformanypsychologists,

becausethereisapossibilitythatthisvarial)lemayexplainmanykindsofperceptual

phenomena.

Inthispaper,the丘rstsectionsummarizedtheabove-mentionedthreepsychologists'

theoriesandpointedoutproblemswitheachofthem.

Kof[ka.explainedtheperceptualcontentbytheFrameofReferencewhichtheob・

serverwasusingatthatmoment.Ifso,themostimportantth玉ngistheanalysis

ofcollditionsonthemechanisminwhichtheFrameofReferenceisreplacedby

anotherone.However,Ko仔kadoesnotseemtohavere丘nedfullythispoillt.

MetzgerconsideredtherelationshipbetweentheFramesofReferencemorethan

Koffka.Hehypothes宝zedaboutastructured``Bezugssystem".Buthisdescriptions

甲eregeneralandoverlyconceptual・

HelsonthoughtthatthechangeoftheFrameofReferencewasthemovement

ofthezeropointononedimension,Althoughtheconsiderationofthemovemellt

ofthezeropointisalsoseeninMetzger'stheory,Helsonismuchdi鉦erentfrom

MetzgerinthatHelsonmadeaquantitativeanalysisonthemovementofthezero

point.However,Helsonhardly60nsideredtherelationshipbetweentheFramesof

Reference.AsKoffkaandMetzgerpoi耳tedout,thisconsiderationisimportantin

understandingourperceptualphenomena.

Thesecondsectiondiscussedtheauthor'sideathattheremightbetwotypesof

FrameofReference.One,theGeneralFrameofReferellce,worksinthestableand

boundless``visualworld"asGibson(1950)demonstrated,Another,theLocalFrame

ofReference,worksinthelocalpartofthis``visualwor正d",justbeforeus,andhas

boundaries.ThelatterconceptionofvisualspaceissimilartoGibson's``visua1丘eid"

buthasawidermeaning,Generallyspeaking,Gibson's``visual丘eld"canbeobserved

onlywithaspecialef[ort.However,thedegreeofrealizedqualityofthe``visual

丘eld"e.9,beingdepthless,changesdependingonthis``seeing"effortandthecondi・
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tio且sofobservation.Therefore,therearetransitionalstages,includingGibson's``visual

丘eld"asanextreme.Allofthesestageswereconsideredinthispaper.TheGeneral

FrameofReferenceisstableandtheLocal.FrameofReferenceismobileinnatUre,

reHectingthequaliti♀softhevisualspacewhereeachoneworks.

ThethirdsectiondiscussedproblemsfoundinstudyingtheFrameofReferencein

thetraditionalway.RatherthanconsideringallFramesofReferenceas``stationary

systems"asinthepast,theapproachofconsiderillgtheLocalFrameofReference

asa``mobilesystem"wassuggested.Furthermore,theimportanceoftime-variablein

thestudyof``mobilesystem"waspointedout.


